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お薬を安心して服用してもらうために

－ 病院薬剤師のおしごと －

薬剤部部長 三宮 忠 薬剤師

医療News
循環器内科医長 藤井 真也 医師
循環器内科で行われる先進的治療
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地域公開研修を開催しました！
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当科の紹介
循環器内科は、医師13名で幅広い分野を診療しております。

本センターにおける循環器内科の特徴は、カテーテル治療を中

心に最先端医療をしていることです。

現在、下記治療の認定を受けております。

2017年11月 TAVI 協議会認定TAVI実施施設

（Transcatheter Aortic Valve Implantation）

2019年1月 日本循環器学会認定 BPA 指導施設

（balloon pulmonary angioplasty：

経カテーテル的肺動脈バルーン拡張術）

2019年6月 Mitra clip 実施施設

（経皮的僧帽弁接合不全修復システム）

循環器内科医療News

循

環

器

内

科

で

行

わ

れ

る

先

進

的

治

療

カテーテル室にて治療中の藤井医師

見つめる先は患者さんの

心臓が造影されたテレビモニター

循環器内科医長 藤井 真也 医師
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Ｐ
Ａ
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経
皮
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動
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ル
ー
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い
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当
施
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は
、
県
内
唯
一
の
慢
性
血
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性
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Ａ
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は
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れ
て
、
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流
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っ
て
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の
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ら
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、
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。
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像
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０
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０
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。
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ル
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２
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伴
う
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あ
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こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
疾
患
は
治
療
に
よ
り
余

命
だ
け
で
な
く
、
運
動
機
能
も
著
明
に
改
善
し
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す
。

し
か
も
、
一
度
改
善
し
て
抗
凝
固
薬
を
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切

に
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続
し
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れ
ば
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発
な
く
、
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病
の
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置

づ
け
な
が
ら
「
根
治
」
を
目
指
せ
る
時
代
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
循
環
器
学
会
で
認
定

さ
れ
て
い
る
指
導
医
・
実
施
医
は
日
本
国
内
で

も
26
名
し
か
お
り
ま
せ
ん
が
、
う
ち
2
名
（
藤

井
、
永
吉
）
が
当
診
療
科
に
て
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療
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っ
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。

循
環
器
学
の
専
門
分
野
の
一
つ
で
あ
る
、
慢

性
血
栓
塞
栓
性
肺
高
血
圧
症
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
施
設
で
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
高
度

な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進
し
て

お
り
ま
す
。

図1 当院でのCTEPH
（慢性血栓塞栓性高血圧症）

の患者さんの内訳図２ 当施設でのBPA治療の1例 BPA5回治療の前後

予定治療終了後に、カテ室の皆さんと撮影
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お薬を安心して服用してもらうために

－病院薬剤師のお仕事－ 薬剤部部長 三宮 忠

病院薬剤師の仕事は、昨今の診療体系の変化に伴い、調剤や医薬品供給中心の業務

から患者さんと向き合う業務へと大きく変わりました。

“ 今どき ”の薬剤師の仕事

入院での治療の場合、お薬による治療が安全に行われるよう、飲み合わせの確認や

検査数値の確認、医師や看護師と協力して副作用が起きていないかの確認など、多く

の確認作業のもとにお薬の服用方法や患者さんに合った注意点など、細かく説明して

います。

患者さんの退院時には、お薬の服用方法の確認や日常生活で気を付けていただくことなど、自宅で安心して服用し

ていただけるよう説明しています。（必要に応じご家族の方への説明も行っています。）

退院後に外来でのお薬による治療が入院の時と同じように続けられるよう、入院治療中に起こった副作用や服用時の

状況（一包化や粉薬化）などを「お薬手帳」に記載したり、調剤薬局の薬剤師などに情報伝達することなども行って

います。

抗がん剤による点滴治療の際は、先任の薬剤師が点滴前にカルテと検査数値を確認した上で調整し、安全な治療が

行えるよう努めています。必要に応じてお薬の説明やご相談なども受付けています。

当院で行っている「喘息教室」、「心不全教室」、「禁煙外来」や「花粉症外来」などでは多くの医療職と協力し、

お薬に関連する説明を行っています。

また、『 出張いきいき健康塾 』のように一般の方を対象にしたお薬に関する情報の提供も行っています。お近く

で開催された際はぜひ足をお運びください。

さらに、医薬品が必要なときに安定して供給できるようにすることも薬剤師の重要な仕事のひとつです。

日常の治療への医薬品の供給はもちろんのこと緊急時や災害時にも対応できるよう備えるとともに、災害時の医療班

でも役割を果たせるよう準備しております。

このように病院の薬剤師は入院から外来までいろいろな場面に関わっています。日々研鑽を積み、患者さんには安

心してお薬を服用していただけるよう努力して参りますので、これからもよろしくお願いいたします。

地域公開研修を開催しました！

Topics‼

そのために、地域住民のお一人お一人に合った、入院から在宅までシームレスな治

療や支援が受けられるように、地域と合同会議をしていきたいと思っています。

今回の「ホワイトボードケース会議 実践編」の研修の学びを活かして、多職種

が協働して地域貢献できるよう頑張りたいと思います。

令和２年2月12日（水）に地域の医療機関

や介護関係者の方々と交流を深め、良好な連

携を図ることを目的に地域公開研修を開催し

ました。

急速な高齢化社会の進展とともに、地域の

住民の皆様が住み慣れた土地で安心して生活

できるよう、「ときどき入院、ほぼ在宅」の

実現に向けてお手伝いしたいと考えています。

https://www.pref.saitama.lg.jp/junko-c/

